
緑が丘・吉橋地区

じょうふく　じ

本尊は吉橋城落城時に城
主の身代わりとなったと伝え
られる血流地蔵尊です。第
38世住職存秀法印が文化
４年(1807)に下総四郡八十
八ヶ所を開設したと伝えら
れ、それが後に吉橋大師講
となりました。その第20番
札所です。

ち ながれ

ぞん しゅう ほう いん ぶ ん  か

貞福寺
よし  はし じょう あと

戦国時代の城跡で、城主は
高木伊勢守胤貞と伝えられ、
貞福寺と北のゲートボール
場周辺に土塁や堀跡が残り
ます。城域は南西の八幡神
社までの台地上一帯と考え
られます。花輪川を挟んで

「おやしき」があり、城主の平
時の住居かもしれません。

吉橋城跡

たか   ぎ　い　 せ のかみたねさだ

いし がみ　　いし がめ　　いけ

江戸時代末に吉橋と大和田
新田との用水溜池として造
られたもので、石神谷津の
最奥部に位置します。当初
は２町歩（約19,800㎡）
あったといいますが、現在は
縮小されています。

石神(石亀)池
ちながれ  じぞうみち 　  どうひょう

享和３年(1803)造立。成田
街道から貞福寺へ案内する
もので、同寺の本尊血流地
蔵が有名だったことがわかり
ます。向かいには、成田山の
道標があります。

血流地蔵道の道標

せい  し   ぼ  さつ

寛文８年(1668)造立の二十
三夜月待塔で、美しい造り
です。これが立つ尾崎大師
堂は旧吉祥院で、吉橋大師
第１番札所です。

さん   や   つき まち とう

に じゅうかんぶん

きっ しょういん

きょうわ

勢至菩薩
こうしん とう

市内には432基の庚申塔が
ありますが、その中で最古の
万治３年(1660)の造立で、
三猿が３面に一匹ずつ彫ら
れています。高本八幡神社の
入口にあります。

市内最古の庚申塔

まん   じ

田園風景と新しいまち 緑が丘・吉橋地区と
　　　郷土博物館

郷土博物館の展示

緑が丘公民館
八千代市緑が丘3-1-7　　Tel 047-489-4919　　Fax 047-489-4920
開館時間 午前９時～午後９時
休  館  日 毎月第３日曜日、12月27日～１月４日

緑が丘図書館
八千代市緑が丘3-1-7　　Tel 047-489-4946
開館時間 火～金曜日：午前９時～午後７時（児童室は午後５時まで。
 ７～９月は午後６時まで）土・日・祝日：午前9時～午後５時　
休  館  日 月曜日（祝日の場合は翌平日）、月末日（土・日・月曜日、祝日に
 当たる場合は前の平日）、12月28日～１月４日、特別整理期間

地区内の社会教育施設

八千代市立郷土博物館
〒276-0028 千葉県八千代市村上1170-2
Tel 047-484-9011　Fax 047-482-9041
開館時間：午前９時～午後４時30分
休館日：月曜日（但し祝日の場合は開館、翌平日休館）、12月26日～１月４日

血流地蔵道道標

貞福寺

石神(石亀)池

吉橋城跡 尾崎大師堂 勢至菩薩

市内最古の庚申塔

常設展示は、「新川流域の自然と人 と々のかかわりの変遷」をメ
インテーマに、考古・歴史・民俗・自然・産業を含めた総合的な
資料を、現代から過去に遡る『倒叙法』で紹介しています。緑が
丘・吉橋地区については、「吉橋工業団地の誕生」、「吉橋村宗
門人別改書上帳」、「大和田新田石亀沢用水溜池の開発」、「吉
橋城跡」、「香取神宮所蔵文書にみる八千代の地名（吉橋郷）」

「ヲイノ作南遺跡の縄文土器・石製品」などを展示しています。

とう じょ

もんにんべつあらためかきあげちょう

しゅうよし はし

尾崎大師堂

ゲートボール場

吉橋城址の碑

尾崎公会堂

《吉橋城跡見取り図》

貞福寺

土塁 斜面
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